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[1] 次の不定積分を求めよ． ∫
e2x

ex + e−x
dx.

[2] 広義積分
∫ 1

0

1√
x(1 − x)

dx を求めよ．

[3]区間 [a, b) = {x ∈ R | a ≤ x < b}上で連続な実数値関数 f(x)に対し，lim ε ↓ 0f(b−ε)

が存在してβに等しいと仮定する．まず，この関数の広義積分
∫ b

a

f(x) dxを考える．次に，

f(b) = βとおいて，f(x) を閉区間 [a, b]上の連続関数と思って普通に定積分を行ったもの，∫ b

a

f(x) dxを考える．この時，前者の広義積分は存在して，後者の定積分に等しいことを

証明せよ．


